
名目GDP 一人当たり賃金 株価

6.4倍

3.8倍 2.9倍

過去30年間（1994年→2023年）の日米独韓の主要経済指標の比較

日本

名目GDP 一人当たり賃金 株価

1994年 2023年

3.8倍
2.6倍

13.7倍

アメリカ

名目GDP 一人当たり賃金 株価

2.3倍 1.9倍

9.5倍

ドイツ 韓国

名目GDP 一人当たり賃金 株価

1.2倍 1.0倍 0.9倍
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デフレに後戻りしない

賃上げと投資が牽引する

成長型経済

デフレ

コストカット型経済

成長と分配の好循環が
動き始めている

国民の安心・安全と
持続的な成長に向けた

総合経済対策
～全ての世代の

現在・将来の賃金・所得を増やす～

＜全体像＞

過 去 現 在 将 来

全ての世代の現在・将来の賃金・所得を増やす

日本経済・地方経済の成長

❶ 賃上げ環境の整備、中堅・中小企業の生産性向上 ～足元の賃上げに向けて～

❷ 地方創生２.0 ～全国津々浦々の賃金・所得の増加に向けて～

❸ 成長力の強化 ～将来の賃金・所得の増加に向けて～

第1の柱

物価高の克服

❶ 物価高の影響を受ける低所得者世帯への支援

❷ 地域の実情等に応じた物価高対策の推進 等

第２の柱

誰一人取り残されない
成長型経済への移行に道筋をつける

成長型経済への移行の礎を築く

国民の安心・安全の確保
❶ 自然災害(東日本大震災、令和6年能登半島地震等)からの復旧･復興、防災･減災及び国土強靱化

❷ 外交・安全保障環境の変化への対応（防衛力の抜本的強化等）

❸ 「誰一人取り残されない社会」の実現

（都市部等の防犯対策･闇バイト対策、こども・子育て支援、女性･高齢者の活躍･参画推進等）

第３の柱

・600兆円超の名目GDP
・100兆円超の設備投資
・33年ぶりの高水準の賃上げ

消費は力強さを欠く

分岐点
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価格転嫁
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重点支援地方交付金

⚫ 物価高が継続する中、地方公共団体が地域の実情に応じた生活者・事業者の支援を行え
るよう、重点支援地方交付金の更なる追加を行う。

⚫ これから厳冬期を迎えることを念頭に、推奨事業メニューに灯油支援を追加。

地方公共団体発注の公共調達における
労務費を含めた価格転嫁の円滑化にも対応。

関連する法令・予算 ・物価高対策のための重点支援地方交付金（予算／内閣府）

生活者支援 事業者支援

①エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う
低所得世帯支援

②エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う
子育て世帯支援

③消費下支え等を通じた生活者支援 ③中小企業等に対するエネルギー価格高騰対策支援

②農林水産業における物価高騰対策支援

④地域公共交通・物流や地域観光業等に対する支援

①医療・介護・保育施設、学校施設等に対する
物価高騰対策支援

例）ＬＰガス使用世帯への給付等の支援

例）小中学校等における学校給食費の支援

例）・プレミアム商品券の発行
・地域で活用できるマイナポイントの発行

例）・特別高圧やLPガスの価格高騰分を支援
・中小企業の省エネの取組支援

例）・飼料高騰の影響受ける酪農経営の負担軽減の支援
・農業水利施設の電気料金高騰に対する支援

例）・地域に不可欠な交通手段の確保
・地域観光事業者の物価高騰に対する影響緩和

例）食料品価格の高騰分の支援

④省エネ家電等への買い換え促進による生活者支援
例）省エネ性能の高いエアコン・給湯器への買い替え

支援

推奨事業メニュー

子育て支援として、
低所得のひとり親世帯への給付金等の支援にも対応。
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潜在成長力

潜在成長率の国際比較
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潜在成長率を構成する３要素と政策対応

労働

• リ・スキリングの支援
➢ 教育訓練給付

➢ 非正規雇用者支援 等

• ジョブ型人事の導入

• 年収の壁への対応

• 働き方改革に向けた取組
➢ 事業主・雇用者への支援 等

全要素生産性
（TFP）

• デジタル技術等の社会実装
➢ 自動運転

➢ ドローン 等

• フロンティア分野の開拓
➢ 宇宙

➢ 海洋

• スタートアップの育成・支援

資本

• デジタル化・省力化投資

➢ ITツール導入支援

➢ カタログ形式で中小企業の省力化を支援 等

• 国内投資の集中的な支援

➢ 中堅・中小企業の大規模投資 等

• AI・半導体分野等の大型投資に対する支援
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宇宙政策
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海洋政策

⚫ 海洋資源の開発や監視に資するAUV（自律型無人探査機）の利用を促進。

⚫ 南鳥島周辺の深海底からのレアアース揚泥を実現し、我が国独自の資源確保を目指す。

関連する法令・予算
・海洋開発等重点戦略に基づく海洋政策の緊急加速化事業（予算／内閣府）
・海洋安全保障プラットフォームの推進（予算／内閣府）

⚫ 海洋調査や洋上風力発電の現場でのAUVの

利用実証

⚫ 周辺海域のレアアース生産の産業化に向けた

南鳥島の地形・地質・環境の調査

⚫ 2030年までに、AUVの国産化、海外展開

⚫ 南鳥島周辺海域のレアアース泥 (※)の揚泥、海
底ケーブル等の保守点検を実施

⚫ レアアース資源の国産化による、安定した供給
体制の確保と海外への資源依存度低減

(※) 電気自動車(EV)モーターの強力磁石製造など先端製造業等で必要なレアアースは、海
外からの輸入に依存している現状。内閣府戦略的イノベーション創造プログラム (SIP)が
南鳥島周辺海域6,000m海底の調査を行った結果、国産資源として産業的開発が可
能な規模のレアアース概略資源量評価を報告している（2021年）。

（出典）内閣府

南鳥島産の
レアアース

（出典）内閣府

海洋環境モニタリングシステム

江戸っ子1号

小型AUV(浅瀬)

小型AUV(深海)深海ターミナル

AUV群制御

（出典）内閣府6,000m揚泥管組立・搭載関連

南鳥島

取組

目指す将来像
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北西太平洋における探査鉱区の分布

契約者：BPHDC（中国）
対象：マンガン団塊
契約年月日：2019年10月18日

契約者：JOGMEC（日本）
対象：コバルトリッチクラスト
契約年月日：2014年1月27日

契約者：韓国
対象：コバルトリッチクラスト
契約年月日：2018年3月27日

契約者：COMRA（中国）
対象：コバルトリッチクラスト
契約年月日：2014年4月29日

契約者：ロシア天然資源・環境省
対象：コバルトリッチクラスト
契約年月日：2015年3月10日

南鳥
島
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